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	供試体は実橋の上部工（50N/mm2）、下部工（27N/mm2、36N/mm2）で使用したコンクリートと同じ材料、同じ配合のものをプレーン供試体とし、さらに塩化物調整供試体（CaCl2により塩化物量を2.5kg/m3とした）、塩化物+アルカリ調整供試体（NaClとCaCl2により等価アルカリ量を6.0kg/m3とした）を作製した。鉄筋は、実橋と同様エポキシ樹脂塗装鉄筋及び普通黒皮鉄筋を用いた。供試体寸法は幅250mm×高さ250mm×長さ400mm。暴露用として計181体作製した。
	コンクリートの品質や外部からの物質の侵入程度の経年変化を確認するために、一部の橋脚(P21，P41)のかぶり厚を厚く（+120mm）しておき、将来コアサンプリングが可能となるように計画している（図-3）。P21橋脚は現在建設中であり、今年度中に初期値をとる予定としている。
	コンクリート橋上部構造の表面に付着する塩分量に関連があると考えられる、地形的要因、構造物の幾何形状、気象条件などの影響を調べるために、沖縄本島北部の海岸部の橋梁上部構造で、コンクリート表面に付着した塩化物の拭き取り調査を行った。調査対象橋梁である辺土名橋は北向きの海岸線上にあり、冬季の季節風にさらされるため、非常に厳しい塩害環境にあると言える。
	調査では、ガーゼ拭き取りにより表面付着塩分量を1ヶ月毎に計測した。調査対象橋梁の周辺地形状況を図-8に、調査位置を図-9に示す。

